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（撮影者：写人の会　會田　昭／撮影場所：「会館」研修棟）
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近藤
こんど う
弘
ひろし
さんからひとこと
「女性のエンパワーメントと生涯学習」
今年（2005年）は「北京10」と呼ばれる年である。「北京10」とは今年が1995年に中国の北京で開催され
た「第4回国際女性会議」からちょうど10年目に当たることからいわれたものである。この北京会議で採択さ
れた「行動綱領」において、女性の社会参画（政策・方針決定過程への女性の参加）を実現するためには、何
よりも女性が力をつけること（エンパワーメント）が不可欠であることが提起されたことはあらためていうま
でもないことであろう。
この会議を契機として、エンパワーメント（empowerment）という言葉は広く使われるようになっていっ
たといわれる。女性の社会参画を実現するためには、何よりも女性のエンパワーメントが重要であるという認
識が広まりつつあることのあらわれだといってよい。
エンパワーメントとは力（パワー）をつけるという意味であるが、この言葉は次のような意味をもっている
ことを認識しておく必要がある。
日本語で「力をつけること」と訳される「エンパワーメント」であるが、しかし「女性が力をつけること＝
女性のエンパワーメント」が参画をめざすものとしてだけ立てられるとしたら、エンパワーメントを一面的に
しか語っていないことになろう。この言葉には、女性の自分自身の中での「女性問題」への主体的な気付き、
問題の背景への認識、さらに「問題解決のために行動する」あるいは「問題解決のために連帯する」という重
要な側面が含まれている。（略）つまり重ねていえばエンパワーメントとは、女性一人ひとりが性差別の当事
者として自らの置かれた状況での女性問題の存在に気付き、その問題の背景にある社会構造を理解し、問題解
決のために行動することにある。そのための力をつけることなのである。つまり女性自身の問題発見能力・問
題解決能力をつけることを前提とする「決定権のある場面への女性の参画」であるべきなのである。（金井淑
子監修『参画へのエンパワーメント』神奈川女性ジャーナル第14号、神奈川県立かながわ女性センター、
1995、125～127頁）
この自らの女性問題を発見し、問題解決のために行動していくことのできる能力を身につけることこそエン
パワーメントだという指摘は、実は生涯学習と深く関わっている。というのは、生涯学習、特に「女性問題学
習」という形で取り組まれてきた社会教育実践活動もまた「自らの女性問題を発見し、問題解決のために行動
していくことのできる能力を身につけること」をその目的としていると考えられるからである。
その意味で国が策定した「男女共同参画基本計画」（2000年）においても、第2部「施策の基本的方向と具
体的施策」のなかの「10男女共同参画を推進し多様な選択を可能にする教育・学習の充実」において、「エン
パワーメントのための女性教育・学習活動の充実」のための具体的施策の一つとして、国立女性教育会館の事
業の充実があげられている点に注目したい。国立女性教育会館はまさに「エンパワーメントのための女性教
育・学習活動」を推進している重要なナショナルセンターであり、その充実は男女共同参画社会の形成に不可
欠と思われるからだ。会館の事業の一層の充実を期待したい。
プロフィール
現　　職 立教大学教授、立教大学ジェンダーフォーラム所長
専攻分野　教育社会学（特にジェンダー形成と教育）
所属学会 日本教育学会、日本教育社会学会、日本子ども社会学
会、日本教師教育学会（事務局長）
著　　書 『いま、子ども社会になにが起きているか』
（分担執筆、北大路書房、1999年）
「男女共同参画社会・エンパワーメント・ジェンダー」
『立教大学ジェンダーフォーラム年報第1号』（1999年）
『教育とジェンダー形成─葛藤・錯綜／主体性』
（共編著、ハーベスト社、近刊）
平成17年度　国立女性教育会館総合テーマ
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』
事業予告・募集
国際女性情報処理研修（12月2日～11日）
12月2日ªから11日∂までの10日間、「国際女性情報処理研修」を開催します。日本を含
むアジア・太平洋地域18か国の行政担当者およびNGOから約30名の研修生を迎えて、女性情
報に関する情報処理研修を行うとともに、国際的なネットワークを形成し、途上国の女性の
エンパワーメントを支援することを目的としています。
この研修は2001年以来5回目で、最終年となる今回のプログラムでは、ジェンダー統計を
テーマに、リーフレットの作成とウェブページ制作を主に行う予定です。情報処理技術を活
用して、自国の状況を統計的に分析し、わかりやすい形で発信する能力を高めることが目標
です。そのほか、短い日程のうちにも日本を知る機会をつくるため、女性関連施設の見学や
会館ボランティアによるお茶会を予定しています。
研修のしめくくりとして、12月10日º～11日∂に開催される「女性の学習国際フォーラム」
（テーマ：災害と女性のエンパワーメント）に参加し、研修の成果をポスターセッションで発
表するとともに、さらに広いネットワーク作りを目指します。
女性の学習国際フォーラム（12月10日～11日）
12月10日º、11日∂の2日間にわたり、国立女性教育会館で「女性の学習国際フォーラム」
を開催します。今年度のテーマは、「災害と女性のエンパワーメント」です。このフォーラム
を通じて、自然災害が女性に与える影響を伝え合い、女性のエンパワーメントと男女共同参
画による防災・減災・復興及び支援策について討議し、グローバルなネットワークづくりを
目指します。
1日目は基調講演と分科会を行い、2日目はパネルディスカッションを行います。海外及び
国内から、第一線で活躍されている方々に幅広く登壇頂く予定ですので、ご期待ください。
詳細の案内及び参加申込み受付は、10月下旬を予定しています。資料請求は国際企画係ま
で。なお、会場は同時通訳が入りますので、語学に自信がない方でも心配はありません。
また、国立女性教育会館をご利用頂いたことのない方で、特に、防災・災害復興の現場で、
日々汗を流されている方々のご参加もお待ちしております。
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会館をご利用いただいた方の声
約10年前、会館に滞在していた外国人研修生が私の医院（耳鼻科）で治療を受けた
ことがきっかけとなって、会館で句会を開くようになりました。現在、年に数回句会
を開催しています。大会の時は、宿泊施設も利用しています。女性のための施設とい
うことで、とても安い料金で、きれいに整備された施設を利用できるので、会員の方
にも安心して紹介できますね。現在、この会以外にもお茶会等で利用しています。
国立女性教育会館は、障害者に配慮されていてとても使い易いだけでなく、四季
折々の植物に彩られた美しい施設だと思います。
野崎田鶴さん
「堅香子」（かたかご）野崎田鶴さん（10／1ご利用）
この女性リーダー養成研修は今年で14回目ですが､国立女性教育会館を利用するよ
うになってからは12回目となります。研修生は、男女共同参画についての教育や市政
について2年間の研修を経た後、さらに研究グループで学習し、市の審議会委員にも
ご協力いただいています。
男女共同参画の拠点である国立の施設で、会館提供の講義や施設見学等の研修を受
けることは、とても新鮮で意義のあることだと思います。宿泊することで研修生同士
の親睦が深まることはもちろん、広大な緑の敷地のきれいな施設を安い料金で利用で
き、職員の対応も親切なので、この研修以外にも年に数回利用しています。
佐久市教育委員会生涯学習課／佐久市女性リーダー養成研修
原田俔子さん（10／4～5ご利用）
原田俔子さん
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事業予告・募集
女性関連施設相談担当者実務研修（1月25～27日）
女性問題に関する相談が急増している今日、各地の女性センターからの強い要望があって一
昨年度から始まった研修です。
女性関連施設等における相談は、ＤＶ等女性に対する暴力、虐待、就労など多様な内容にな
りますが、何よりも男女共同参画の視点に立って、援助、支援することが大事です。
今年度は、相談員の経験に応じたコース別のプログラムも一部設け、女性関連施設における
相談事業の意義・役割、ハード面の留意点、相談員のあり方、相談員への支援システム、地域
の社会資源の活用、今日的課題に対する研修等、より実践に活かせる内容とします。
お問い合わせは、国立女性教育会館事業課まで。
〈趣　旨〉公私立の女性関連施設の相談担当者に対する専門的・実践的な研修を行い、相談担
当者の資質・能力の向上を図る。
〈期　日〉平成18年1月25日π～27日ª 2泊3日
〈場　所〉国立女性教育会館
〈経　費〉参加費：無料。旅費：旅費規程により会館が支給。
女性の教育推進セミナ （ー2月～3月）
平成18年2月から3月の約1か月間にわたり、「女性の教育推進セミナー」を開催します。こ
の事業は、国際協力機構（JICA）からの委託を受けて、平成13年度から毎年行っている研修
事業で、対象はアフリカ、アジア、中近東等の開発途上国で、女性の教育問題に携わっている
担当者です。
この研修事業の目的は、各研修員に女子・女性教育における現状と課題を把握し、女子・女
性教育推進のための施策について研修すると共に、開発途上国における教育へのアクセスや教
育達成度における男女格差是正のための政策の立案、実施に必要な考え方及び情報を習得して
頂くことです。
本研修は、各専門分野の講師陣による講義、女子教育を推進するための具体的なアクション
プランの作成、小中学校、高等学校への訪問等を通じて目標の達成を目指します。また、毎年、
会館ボランティアの協力により、ホームビジットやお茶会、着付けを体験して頂いており、研
修がより豊かなものとなっています。
帰国後、各研修員がこの研修によって得た知識を実践の場で活かして、各国の女子・女性教
育の改善に尽力されることを期待しています。
ひとり芝居「女優 松井須磨子」（12月11日）五十田安希
い そ だ あ き
日本近代劇の揺籃期に女優として絶頂を極めた松井須磨子。
松井須磨子の女優としての成長、人間としての目覚め、女性として
の開花。新しい時代を拓いた試練、栄光、挫折の生涯を一人芝居35年
の五十田安希が鮮明にダイナミックに演じます。
◇主　催 独立行政法人国立女性教育会館　ひとり芝居実行委員会
※今回の取組は、国立女性教育会館ボランティアが中心となって実行
委員会を組織し、企画運営しています。
◇期　日 平成17年12月11日∂ 午後1時30分～3時30分
◇場　所 国立女性教育会館　講堂（比企郡嵐山町菅谷728番地）
◇連絡先 TEL 0493－62－6711 事業課まで
※全席自由　2,000円（15名以上団体割引あり）
－5－
事業の実施報告
女性のキャリア形成支援連携プログラム（熊本）
8月7日と21日の2日間、くまもと県民交流館パレアにて「がまだす女
のキャリア絵巻～パレア女性コーディネーター養成講座」が実施されまし
た。これは、女性のキャリア形成支援連携プログラムのひとつで、NWEC
が全国計4か所の女性関連施設（熊本では熊本県男女共同参画センター）
と連携して企画・実施する実験プログラムです。この熊本での講座は、プ
ロジェクト委員の矢口悦子先生（東洋大学教授）を中心に企画・運営が進
められました。「がまだす」とは熊本の言葉で「がんばる」の意味で、「が
まだす」女性たちを対象に、自分の人生を振り返ってもらい、自分史年表
の「キャリア絵巻」としてまとめてもらいました。それぞれの人生にお互
いが感銘を受け、今後の生き方につながる講座となりました。女性問題の認識も深まり、今後はコーディ
ネーターとしての活躍も期待されます。さらに、仲間同士で新たな活動の計画が複数でており、講座の熱
気は続いて行きそうです。
▲講座の様子
キャリア形成支援推進セミナー
キャリア形成を推進する教職員、指導主事、女性関連施設職員等を対象
に、7月27日πから29日ªまでの2泊3日で開催しました。
1日目は、男女共同参画とキャリア形成支援について、文部科学省男女
共同参画学習課長清水明氏の説明、東北大学大学院教授菊池武剋氏、実践
女子大学教授鹿嶋敬氏からの講義がありました。2日目は、支援に必要な
情報の活用法として日経ウーマン編集長の野村浩子氏による講義。続いて
「キャリア教育の実践」「女子のキャリアデザイン」「女性関連施設におけ
るキャリア形成支援」「キャリア形成支援のためのプログラム作り」の4
つの分科会で実践的な研修が行われました。3日目のパネルディスカッシ
ョンでは、分科会内容を共有し、学校・地域でどう支援するかについての討議が行われ、女性の生涯にわ
たるキャリア形成についての学びを深めることができました。
▲熱心にメモをとる参加者
女子高校生夏の学校～科学・技術者のたまごたちへ～
「女性研究者ネットワーク支援のための調査研究」（平成15年度～16年
度）の研究成果の公開を目的に、女子高校生に科学や研究の魅力を伝え、
女性研究者のロールモデルを提示することをテーマとして、8月22日～23
日に公開シンポジウムを行いました。日本物理学会、男女共同参画学協会
連絡会という自然科学系の学会および日本学術会議、科学技術振興機構と
の連携があって実現した企画です。
研究者による講演、主催団体のブース展示とキャリア相談、女子大学生
企画のクイズ大会、自由討論など、高校生が科学・技術の世界に夢を描け
るようプログラムを企画しました。全国19都府県、39校から高校生が参加し、ふだんは知り合えない地域
の友達を得る機会ともなったようです。
▲ブース展示場で情報収集
実験プログラム「現代社会と茶道文化」
実験プログラム「現代社会と茶道文化：お茶を点てれば時代がみえ
る」を、9月16日ªから17日ºにかけて開催しました。内容は、加藤
恵津子講師による講演「戦後社会における女性と茶道」、および、会
館茶室での体験「茶席を楽しむ」でした。女性と茶道の関わりを社会
学的に分析した講演のあと、初秋の茶室の雰囲気をゆっくりと味わい
ました。
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事業の実施報告
～女性関連施設データベース～
女性関連施設データベースの2005年度調査が終了し、施設概
要・事業・情報・相談の各データが更新されました。女性関連施設
職員の皆様、ご協力ありがとうございました。
また利用者からのご意見をもとに、データベースのリニューアル
を行いました。トップページには「地図から検索」を取り入れ、都
道府県ごとの女性関連施設が一目で見られます。より使いやすくな
ったデータベース、どうぞご活用ください。
～女性学・ジェンダー論関連科目データベース～
女性学・ジェンダー論関連科目データベースも同様に、2005年
度開講科目について全国の大学・短大の学務担当者のご協力を得
て、3,800件近い科目データが追加されました。こちらもデータベ
ースのリニューアルを行い、詳細検索画面がより使いやすくなっています。生涯学習のご参考、講師探
し等に、ぜひご利用ください。
WinetCASS データベース・リニューアルとデータ更新のお知らせ
情報ネットワーク
トピックス
国立女性教育会館は、去る8月26日ª～28日∂の2泊3日で、「平成17年
度男女共同参画のための女性学・ジェンダー研究・交流フォーラム」を開催
しました。初日に台風13号の直撃を受けたにもかかわらず、3日間で全国か
ら1,528名が参加しました。
今年で10回目を迎えるこのフォーラムは、今年は特に「災害と女性」「科
学技術と女性」「新しい働き方としての起業」「次世代育成を担う地域づくり」
「デジタル社会とコミュニケーション」の5つのテーマを中心にシンポジウ
ム等のプログラムを実施しました。
特に、昨年発生した新潟県中越大震災における女性を取り巻く状況を報告した「災害と女性」や、女
性が取り組んでいる最先端の科学技術と女性が参画することで広がる科学の可能性について取りあげた
「科学技術と女性」に、多くの関心が寄せられました。
男女共同参画のための女性学・ジェンダー研究・交流フォーラム
▲挨拶する神田理事長
8月28日∂、会館職員の家族を対象に「職場見学デー」を実施しました。
これは文部科学省が推進する「子ども見学デー」の趣旨及び意義に賛同し、
実施したもので今回が初めて。参加者は大人3名と5歳から11歳までの子ど
も5名。
午前10時から神田道子理事長と会談。理事長室に案内された子どもたち
は始めての“表敬訪問？”とあって、はじめは緊張気味でしたが理事長の
「夏休みはいつまでですか」「幼稚園は楽しいですか」などの優しい話しか
けに次第にリラックスした様子。
このあと職員と会館ボランティアの案内で実施中の会館主催事業「男女共同参画のための女性学・ジ
ェンダー研究・交流フォーラム」や会館の各施設を見学しました。
参加したＴちゃん（9歳）は「理事長さんの話では、会館は女の人が仕事や家庭で楽しくいろいろな
事ができるようにするのが役目だそうです。大変だなと思いました」。
職員家族を対象に「職場見学デー」
▲理事長（後列右から2人
目）と記念撮影
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最近、「キャリア支援」あるいは「チャレンジ支援」という言葉をよく耳にするようになりまし
た。女性の再就職講座や企業セミナー等を指して、「キャリア支援講座」と称することもあれば、
「チャレンジ支援講座」と称する場合もあります。「キャリア支援」と「チャレンジ支援」とはどう
違うのでしょうか？
一般に「キャリア」とは職業上の経歴を指すことが多いですが、文部科学省は、平成15年の報
告書において、「キャリア」を職業だけに限定されない、ボランティアや社会活動などを含めた個
人のあらゆる経験の連鎖として捉えることを提唱しました。国立女性教育会館では、この文科省の
定義に従い、女性が職業を含めた多様な活動へ参加することを支援するという意味で「キャリア支
援」の語を使っています。一方、「チャレンジ支援」とは、内閣府男女共同参画局が、世界の中で
も低い日本の女性の活躍状況を是正するための政策課題として、NPO等も含めた様々な分野への
女性の進出（＝チャレンジ）を支援するという意味で平成15年から用いている言葉です。「キャリ
ア」との違いをあえて挙げるならば、キャリアが経験の連鎖全体を指すのに対し、チャレンジは経
験を発展させたり、変化をもたらしたりするときの行動そのものを指していると言えるでしょう。
細かい用語の違いはあるものの、どちらも女性が生涯にわたって社会に参画していくことを勇気
付けるという意味においては変わりありません。より良い女性のキャリアを作っていくためのキャ
リア支援／チャレンジ支援が今後ますます重要になってくると思われます。
キャリア支援とチャレンジ支援
ことばの基礎知識
調査研究・事業報告・資料の作成
近年、女性のキャリア形成の新しい形のひとつとして、NPO活動が注目されています。研究国
際室では、昨年、「生涯学習の活用と女性のキャリア形成支援に関する調査研究」の一環として、
自らNPO団体を立ち上げた女性たちへインタビューを行いました。この度、インタビューをもと
に、NPO活動という観点から女性のキャリア形成のあり方を分析・検討した報告書がまとまりま
した。プロジェクト委員による論考7点が収められています。
女性のキャリア形成とNPO活動に関する調査研究報告書
『国立女性教育会館研究紀要』第9号を発行しました。本号は、特集テーマを「エンパワーメント
のための生涯学習」とし、平成13年度～15年度まで行った「女性の学習関心と学習行動に関する
国際比較調査」の特集を組んだ他、これまでも頻繁に使われてきたエンパワーメントに新たな視角
を与えてくれる意欲的な論文や実践事例研究を掲載しました。
第6号からは、全文をヌエックのホームページ上でも読むことができますので、どうかご活用く
ださい（ホームページ上の「刊行物」のところにアクセスしてください）。
問い合わせ先：研究国際室紀要担当係。
ホームページURL：http://www.nwec.jp/
自然科学・医学・人文科学・社会科学の研究者による研究
プロジェクトを組織し、平成15年度から16年度にかけて
「女性研究者ネットワーク支援のための調査研究」を実施し
ました。その成果にもとづいて、女性研究者のロールモデル
集『キャリアを拓く 女性研究者のあゆみ』（ドメス出版刊）
を刊行しました。分野も様々な25人の女性研究者達が、
各々のたどってきた軌跡について、また、その原動力となっ
た研究の魅力について執筆しています。
研究紀要第9号発行
キャリアを拓く 女性研究者のあゆみ
寄附者名（敬称略） 寄附月 寄附の目的
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●利用案内
※ 休館日（平成17年11月～平成18年10月）
11月07日∑・21日∑　　　　　　　　　　　02月13日∑・20日∑　　05月08日∑・15日∑　　08月07日∑・21日∑
12月05日∑・19日∑・28日π～31日º 03月06日∑・31日ª　　06月05日∑・19日∑　　09月04日∑・19日∏
01月01日∂～04日π・16日∑　　　　　　 04月17日∑・31日ª　　07月03日∑・18日∏　　10月02日∑・16日∑
注）A休館日前日の宿泊と当日の朝食は御利用いただけます。
B休館日も電話・FAX・E-mailによる申込の受付や利用相談などは行っています。
C会館ホームページではいつでも施設の空き状況等が御覧になれます。
申込専用電話：0493－62－6723 ファクス：0493－62－6720 ホームページ：http://www.nwec.jp/
平成15年度の寄附金で、事業の充実を図るため2連の展示パネルを3セット
購入、会館紹介や主催事業のパネル展示等に使用しています。
平成16年度の寄附金で広報活動を拡充するため会館のネーム入りボールペ
ンを購入、主催事業に協力いただいた方や全国生涯学習フェスティバル等、イ
ベント時の記念品として使用しています。
◎寄附金に対する問い
合わせは総務課へ
一定の金額までの寄附金については、法人及び個人の場合とも
に税法の規定により所得から控除されます。
●寄附金のお願い：ヌエックではより充実した業務遂行のための経費に充てるため、寄附金を含む外部資
金を受け入れております。今後とも事業の充実、運営の改善及びサービスの向上に努めてまいりますの
で、皆様方の暖かいお篤志を賜りますよう何とぞよろしくお願い申し上げます。
●主な利用団体（平成17年7月～9月）
●寄附金受け入れの報告 ●寄附金の活用報告
７月
11日
15日～17日
16日～18日
19日～10日
17日
21日～22日
23日～25日
25日
８月
12日～14日
15日～18日
15日
18日～10日
18日
19日～10日
埼玉県教育局西部教育事務所
東京都社会福祉協議会児童部会
õ日本青少年育成協会学校教育相談実技研修会
õ東京保育センター　あすの保育に役立つ研修会
õ国際女性教育振興会埼玉支部
全国友の会北関東部
親子読書地域文庫全国連絡会
埼玉県教育局生涯学習部人権教育
全埼私幼連合会　
日本生活教育連盟
比企郡市人権教育研究集会
墨田区教育委員会
武蔵野大学社会教育資格履修生
埼玉県高等学校家庭クラブ連盟
10日～12日
20日～21日
21日～22日
29日～30日
９月
11日
13日～14日
10日～11日
13日
14日
14日～15日
21日～22日
22日
29日
東京都教職員研修センター
第19回全国子どもとことば研究集会
日本親子読書センター
北区男女共同参画推進ネットワーク
埼玉県教育局生涯学習文化財課男女共同参画アドバ
イザー養成講座
吾妻町婦人会連絡協議会
東京都社会福祉協議会保育士会
秩父人権擁護委員会協議会
大利根町男女共同参画リーダー養成講座
特定非営利活動法人　東京都地域婦人団体連盟
茨城県消費者リーダー養成講座修了生連絡会
坂城町女性団体連絡会
埼玉県公民館連合会公民館中堅職員実務研修会
編 集 後 記
ヌエックニュース第111号
平成17年10月25日発行
編集発行　国立女性教育会館
〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷728
@0493-62-6711（代表）
FAX.62-6722（総務課）62-6720（事業課）
62-6721（情報課）62-9034（研究国際室）
ホームページURL http://www.nwec.jp/
E-mail webmaster@nwec.jp
この紙は再生紙を利用しています。
b先進諸国中、日本では女性の科学者・技術者の数が男性に比べ圧
倒的に少ないといわれています。「女子高校生夏の学校～科学・
技術者のたまごたちへ～」に参加した生徒たちが科学に対する興
味を一層深め、未来が大きく開けることを期待します。
b12月11日に五十田安希さんのひとり芝居を実施します（本文で
紹介）。ひとり芝居の第一人者です。ぜひご参加ください。
b職場で健康診断を実施。生活習慣病予備軍の人が何人かいました。
運動不足が原因という場合が多いようです。芸術の秋、読書の秋、
健康管理もしっかりして“心の栄養貯金”もしたいと思います。
石川　正子
ヌエックサポートネット
平成17年7月
平成17年8月
会館の活動のため
女性教育振興のため
●展示コーナ （ー10月～12月）
「映画界の女性たち」
女性が観られるだけの時代は終わりました。制作や監督、配給、評論な
ど、さまざまな立場で映画とかかわり、映画を愛する女性たちの今を読む
資料を、１階エントランスホールに展示中ですので、是非ご覧ください。
＊展示資料例　「女が映画を作るとき」
「エキプ・ド・シネマの三十年」
「女性監督映画がおもしろい」
・展示のリストはホームページに掲載しています。http://winet.nwec.jp/database/page04.php
